
 

 

   令和２年 10 月１５日 

 安行小学校安全部 

                                 PTA 生活指導部 

 

日頃より、子どもたちの安全を守るための登校安全指導・旗振り当番へのご協力ありがとうご

ざいます。保護者、地域の皆様のご協力で、大きな交通事故なく、子どもたちは学校に登校でき

ています。 

アンケート結果から（全体 710、回答 661 回収率 93％） 

登校安全指導・旗振り当番のアンケートへのご

協力ありがとうございました。結果を報告させて

いただきますと共に、アンケートからわかる今後

の課題、改善点についてもお知らせします。ぜひ、

みなさんで一緒に考えて、協力していきましょう。 

右の学校全体のグラフから、全体での登校安全

指導への参加は約 80％、不参加が 20％です。５人

のうち４人が参加し、１人の方が不参加という実

態です。 

安行小の通学路には危険箇所が１２カ所ありま

す。各場所に朝の時間、登校安全指導を行っていま

す。１２カ所のうち 7 カ所が複数での指導、５カ所

が単独での指導となっています。右のグラフは単独

カ所だけを集計したグラフです。全体と同じ傾向で

す。５人のうち１人が不参加という割合です。単独

旗振り当番カ所ですから、週５日あるうち１日は誰

も当番には出ず、子どもたちだけで登校していると

いうことになります。 

右のグラフは複数当番カ所だけを集

計したグラフです。こちらの場所は、通

る子どもの数が多く、かなり危険である

ということで複数当番になっています。

１人だけでは手が回らないところです。 

「あまり複数での安全指導ができてい

ない」「毎回単独での登校安全指導にな

っている」を合わせると２７％、およそ

安全部だより



3 割にもなります。さらに、全体のグラフから５人に１人は不参加ということから考えると、複

数当番カ所で子ども達だけでの登校という日もあるのではないでしょうか。 

他の子供を守るということは、自分の子供も守られているということ」 

 「毎日、子ども達が安全に学校に登校する」ということは当たり前のことです。しかし、この

当たり前を当たり前にしているのは、安全登校指導・旗振り当番を、毎日当たり前に行うことで

はないでしょうか。 

 アンケートから登校安全指導・旗振り当番の不参加が約２０％、５人に１人あるという一方、

ボランティアで登校安全指導に出ていただいている方も数多くいらっしゃいます。毎日出ている

という方もいらっしゃいます。学校 PTA 一同、心より感謝申し上げます。しかしボランティア

の方にたよってしまっては子ども達の安全は守れません。地域・保護者の皆さんの 1 人 1 人の

力をあわせて登校安全を進めていきましょう。 

 

改善点について 

昨年度、PTA 生活指導部と校内安全部で協力して登校安全指導・旗振り当番の見直しをしま

した。危険箇所ごとの通学班数、通過児童数を調査して、旗振り当番を見直しました。特に複数

当番カ所では、交差点を挟んで両側の地区から 1 名ずつ出てもらい、負担の公平化を図りまし

た。しかし、これでは同日担当のメンバーが誰か分からず、連絡がとれなくて困るという声もい

ただきました。「休んでしまったので、相手の方に謝りたいので誰か教えてほしい」「休んだ方が

どういう理由で来なかったのか知りたい」等。 

 

 地域の保護者間のつながりを大切に 

１１月、１２月からは、複数担当カ所については同じ通学班グループから順番に複数で出るよ

うに編成をし直します。ぜひ地域の近隣の方と連絡をとりながら、安全登校指導を進めていって

ください。旗振り当番が都合の悪い方も、お近くの方と連絡をとって調整をしてください。 

今年度から４月の始業式・入学式の翌日）の朝に、通学班の集合場所で保護者同士の顔合わせ

を始めました。通学班の保護者間のつながりが育つことを願ってのことです。その時に連絡先の

交換などもご相談いただければ

とお願いしました。 

通学時の安全はもちろんのこ

と、震災時、台風災害時、不審者

が出た時などの対応も地域、通学

班内での連絡、協力が大切です。

学校と地域、地域の保護者間のつ

ながりを、より強いものにしてい

きながら、児童の生命の安全のた

めに協力を進めていきましょう。 


